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返し¥l守主長において、話器露患者人仁!のt露大とともに脅桓しょう症患者ーが主要大すると後泌

されている。道警務g，ま?争協議後i語大させる潟効な手段と考えられているが、マラソンラ

ンナーや主義路議委主議手iこ主主'nf号訴を係発することが多いことから、運動すればかならず

?守護翌震がま襲j必ずるとは絞らないと考えられる。いろいろなき重E!O)スポーツ選手を比較

した長耳炎から、?を主義3設を機会設さそ士るには、襲安上銭授の長距離走のようなエアロピック

後よりも、ウエイトザブディングや綴よ議室授の設でき緩自のような、レジスタンス裂

の浅裁の方が予言効であることが設之されている。レジスタンス裂の運動車玉、骨塩量を土着

火さそfるメカニズふとして、?考代議tマーカーの邸中オステオカjレシン濃度の上昇から

脅形成の俊道まが式会i淡されているラしかし、符吸収にたいする遂動の影響については十

分に明らかiこされていないのその潔闘のーっとして、骨吸収を的確に反映するマ}カ

ーおよびその誠IJ'i:Ei去が後窓会れていはかったことが絡有書される。従来、骨吸収の指標

として尿中ノ、イドロネシプ口リン緋縦長誌が飼いられてきたが、ハイド口キシプロリン

は骨に特異に存殺する l奴コラ…ゲンだけでなく、皮潟、血管盤、軟骨などに存在す

るあらゆる現実のコラーゲンにも合法れるので、合特災燃が低い。さらに、コラーゲン

の分解で生じたハイドロキシプロリンのかなりの間日分は野で代謝分解されること、ま

た食物由来のハイドロキシブロリンも~tþノ、イドロやシプ口ヴン緋波書設に影響するな

どの理由から、骨吸収の十話線として燦ttハイ Fo シブoIJンそ用いるのには間遠きが

あった5

長近、管P1M立をよりiE後に反絞ずるてずーカーとしてゅのデオキシピリジノザンが

有用だと報告された。デオキシど 1)ジノザンiまコラーゲン分子i*J0)主義者毒物蓄電であり、

骨コラーゲンiこ局主Eするので、 f号ヰ寺災径が議5い?争後i段O)t駁撃であるとして;主Ei号をあつ

めつつある。また管吸収;こ需要して減、字本i*Jで代議tdれずにうまて奴zゃに努絞殺されるので、
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全身の骨吸収を定量的に推定できる指標でもある。

そこで本研究では、レジスタンス運動が一過性に骨吸収と骨形成に及ぼす影響を調

べるために、一回のレジスタンス運動前後での骨代謝マーカーの変動を経時的に検討

した。

方法

運動習慣のない22歳-27歳の男子学生5名を被験者とした。被験者には、 1日あた

り800mgのカルシウムを含む実験食を運動の 4目前から摂取させた。運動前日をコン

トロール日として設け、運動日にレジスタンス運動を負荷した。採尿及び採血は、運

動前日、運動目、運動後の 3日間の 5日間とした。レジスタンス運動は 8種目から成

り、被験者にそれぞれの種目を lセット目には lRMの50%の強度で、 2セソト目に

はlRMの80%の強度で10回ずつ負荷し、次いで 3セット目にはそれぞれの種目を l

RMの80%の強度で疲労困ばいまで運動させた。尚、各セット聞の休憩は l分間とし

た。血清オステオカルシン濃度をラジオイムノアッセイ法で、尿中のカルンウム排池

量をプラズマ発光分析法で、ピリジノリンおよびデオキシピリジノリン排池量をHP

LC法で測定した。

結果

1 )尿中カルシウム排池量

安静日に比較して、運動日では約20%増加し、その後減少する傾向が認められた。

運動後 3日日(実験第 5日)にも尿中カルシウム排池は低下傾向を持続した。

2 )尿中ピリジノリン、デオキシピリジノリン排池量

尿中ピリジノリンおよびデオキシピリジノリン排池量は実験期間中に大きな変動

を示さなかった。

3 )血清オステオカルシン濃度

血清オステオカルシン濃度は実験期間中に大きな変動を示さなかった。

-176 



350 

300 

250 

{
h
e
h
叫
護
}
器
削
指
ぷ
窓
会
議
℃
門
M

i 

200 

15轟

5 4 3 z I 
a
H
V
 

O
O
 

A
M
V
 -E-‘

 

る

d柏 .xypyr泌i悦oU附

ーを長一一一分一一，-善

君。

60 

40 

叩

岬

仙

W

1

1

 

{
h
a
h
胡
乱
)
島
問
。
必
要
注
h

判
事
司
言
明
町
葉
遣
に
臨
む
芸
品

20 

5 4 3 

Ex抑‘irn側 131(附iod(dayぢ}

177-

z 1 。



まとめ

レジスタンス遥致後のJlj(t:tカルレ〆ウム排Iめま、波動81ニ主防火し、その後減少すると

いう絞待変動を示した。運動後 3日目(災験第 5S) 1こも隊中カルシウムヲ間むま紋下

級淘を持続した。この尿中カJk/ウム排般の低下傾向がどのくらい長期総に渡って持

豪語するのかは、本研究では明らかにはされておらず、今後の研究総連震として浅されたc

g翼線深いことに、運動白には尿中カルンウム排池が約20%主後初した。この宅建5震は努約

持そのカルシウムの尿中への排池と考えられるが、尿時二iピリジノリン・ シザザジ

ノワンの緋il雪景量増加を伴っていない。したがって、既にinvitroの祭事業系でぷ2きれて

いることであるが、運動時の乳酸蓄積に伴う代謝性アシドーシスによって、日号詰己記11

…罰日diat日dphysicochemic昌l血iner昌1dissolut ion (Am. J. Phy事iol.268: C80-C 

紙 1995) が~I き起こされている可能性が考えられる。
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